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The Effects of the Great East Japan Earthquake and the 

Evacuation from Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 

Accident on Behavioural and Psychological Symptoms of 

Dementia among Patients 

（東日本大震災ならびに福島第一原子力発電所事故からの避難が 

認知症患者の行動心理症状に与えた影響） 

背景: 東日本大震災とそれに引き続いて起こった福島第一原子力発電所事故は、人

類史上初めての自然災害と原子力災害の双方を含む複合災害となった。本研究は、

この複合災害が認知症患者の受診動向と臨床症状に与えた影響を明らかにすること

を目的とした。 

 

方法: 対象は、2008年 1月から 2010年 12月、及び 2012年 1月から 2015年 12月

の間に、南相馬市の雲雀ヶ丘病院を新規に受診した患者 2482名のうち、認知症と

診断された 331名とした。診療録を後方視的に、新規認知症患者数、性別、年齢、

認知症の種類、重症度、主訴、行動心理症状(Behavioural and Psychological 

Symptoms of Dementia, BPSD)、同居家族構成について調査した。BPSDは、過活動

性 BPSD 群と低活動性 BPSD群に分類した。過活動性 BPSD群は、さらに、主に興奮

などを示す Hyperactivity-Impulsivity-Irritability- Disinhibition- 

Aggression- Agitation（HIDA）群と、 幻覚や妄想を示す psychosis群に分類し

た。低活動性 BPSD群は、抑うつ、不活発、アパシー、不安を示す群とした。これ

らの項目について、複合災害前（2008-2010 年）と複合災害後（2012-2015 年）で

比較した。複合災害後はさらに複合災害後早期（2012-2013年）と、複合災害後後

期（2014-2015年）に分類し、複合災害前と比較した。 

 

結果: 新規受診患者のうち認知症患者が占める割合は、複合災害前後で有意に増加

しており（p＜0.001）、複合災害後早期と後期の比較でも、後期に有意な増加を認

めた（p=0.023）。患者の性別、年齢、認知症の種類、重症度、同居家族構成は、

複合災害前後で変化していなかったが、BPSD を主訴とする受診は複合災害後に有

意に増加した（p＜0.001）。また BPSD は、複合災害前と複合災害後全体の比較では

psychosis群が有意に増加していたが（p=0.034）、複合災害後を早期と後期に分け

て検討したところ、早期は HIDA群が（p=0.013）、後期は psychosis群が有意に増

加していた（p＝0.018）。 

 

考察：複合災害後に BPSDを有する認知症患者の受診が増加していたが、複合災害

後の時間的経過に応じて BPSDの特徴が異なっていた。避難や介護環境の変化に伴

う心理的ストレスの影響は、短期的には興奮性の BPSD の増加に、長期的には精神

病性の BPSDの増加に反映されている可能性が考えられた。 

 




